
令和6年 1２月７日 

ご関係者のみなさまへ 

日本防災士会・新潟県支部 事務局 成川一正

１２月７日（土）連携協定をしている公益社団法人新潟県建築士会新潟支部の建築士のみなさん

に協働交流事業として当会が講師となり「HUG訓練」（避難所運営ゲーム）を実施しました。 

次から次へと出てくる課題や被災者の対応に、最初は座っていたみなさんも総立ちで議論しな

がらゲームをすすめて予定時間を超過しても、熱く議論を交わし合う場面も見られ好評でした。 

■概要 

日 時：12月７日（土）13:00～16:00 

場 所：新潟市東区プラザ大講義室 

参 加：建築士 19名 防災士講師2名 

内 容：第一部 能登半島地震での防災士の活動と役割 

第二部 日本防災士会・新潟県支部版HUG訓練 

建築士のみなさんに協働交流事業でHUG訓練を実施

各班の創意工夫を発表 みなさんで成果を共有 

建築士さんならではの導線確保と居住空間 

公社）新潟県建築士会新潟支部の報告書もご覧ください。



第二十五回いまさら聞けない建築講座 報告書 

R6.12.8 交流研修委員長 平山貴士 

 今回は新潟支部と防災士会新潟支部さんとの協働事業として開催しました。 

 塚野副支部長の挨拶から始まり、

防災士の成川さん、長濱さんから防

災士会の成り立ち、役割、活動を教

えて頂きました。能登半島地震の被

災地でボランティアをした話や、多

くの建物が倒壊する中で、新耐震基

準の建物が崩壊していなかった事な

ども教えて頂きました。 

 その後、避難所運営ゲームというテーブルトークゲームをしながら避難所を運営する練

習をしました。待ったなしで次々と課題が出てきて、当初割り振った部屋がいっぱいにな

ったり、使えないトイレを使いたい人が出てきたり、喫煙所やゴミ捨て場やペット同伴、

具合が悪い人まで出てきて条件整理もできない中での選択を迫られるものでした。想定外

の連続を如何に知恵を出して解決するのか。できるだけ最適解を選ぶというそんな内容で

した。 

 参加者は 3つのグループに分かれて同じトラブ

ルカードを使い、各々の避難所運営を行いなが

ら、それぞれの意見を出し合ってうまくまとめて

いきました。ある程度避難所内が落ち着いて、少

しだけ内部整理をする時間がありました。 

 整理後は、最初から正解があるわけでなく、失

敗したことに関して他のグループの意見を聞き、

膨大な情報から何を考えて何を選択しなかったの

か。何を話し合って何を話し合う時間がなかったのか。について発表しあいました。 

 建築士の情報整理能力の高さを感じ、また建築士らしい動線の考え方も披露し合えたと

思います。最後に防災グッズの使い方や、段ボールベットなどの使用感の体験談もでて、

とても有意義な交流ができた建築講座になったと思います。 



イベント詳細 

日付:2024 年 12 月 7 日(土)13:00~16:30 

場所:東区プラザ大講義室 1: 〒950-0885 新潟県新潟市東区下木戸１丁目４－１ 

参加人数:21 名(交流研修委員 7名+防災士 2名含む) 

交流研修委員当日役割：会場案内・写真係・司会・受付 

アンケート結果 

参加者より 13件の回答

が寄せられたが、全委員

が満足するという結果に

なった。それぞれの参加

者に学びがあり、また参

加したいという声も多数

あったため、大好評であ

った企画だと感じた。続

編も開催できれば開催に

向けて前向きに考えてい

きたい。 








